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INFORMATION

　協会けんぽ（全国健康保険協会）の財政は，景気の悪化に伴い保険料収入が大きく落ち

込む一方，医療費の支出が増えたことにより，非常に厳しい状況となっています。このため，

協会けんぽの保険料については，かつてない大幅な引上げを行わざる得なくなりました。

　厳しい経済情勢の中ではありますが，加入者の皆様の医療と健康と生活を支え，安心し

て医療のサービスなどを受けることができるよう，このようなご負担について，ご理解を

いただきますようお願い申し上げます。

協会けんぽ（全国健康保険協会）からのお知らせ
〜平成22年度の健康保険料率が変わります。〜

気象庁は警報・注意報を市町村ごとに発表します！
　気象庁では，今年5月27日（予定）から気象に関するすべての警報・注意報を市町村ご

とに発表します。現在，名瀬測候所では警報・注意報を，奄美地方の『十島村』『北部』『南

部』の三地域に細分して発表していますが，発表地域を市町村ごとにすることで，どこを

対象に警報・注意報が発表されているのかが分かりやすくなるなどのメリットがあります。

 お問い合わせ先・・・住民税務課住基係

　　　　　　　　　　 TEL0997-67-221( 内線 103)

【参考】
40歳から64歳までの方(介護保険第2号被
保険者)は，これに介護保険の保険料率が
加わります。左記と同じように試算する
と，お勤めの方ご本人負担分の増加額は
次のとおりとなります。
　月収40万円：約620円
　月収30万円：約470円
　月収20万円：約310円

鹿児島支部の健康保険料率の引上げ

 【お問い合わせ先】全国健康保険協会

　鹿児島支部  ☎ 099-219-1734

　鹿児島県最低賃金が平成21年10月14日より時間額630円（平成

21年10月13日までは時間額627円）に改正されました。

鹿児島県最低賃金が630円に！

 【最低賃金に関するお問い合わせ先】

　鹿児島労働局賃金室  ☎ 099-223-8278

　名瀬労働基準監督署  ☎ 0997-52-0574

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最低賃金額
（時間額） 効力発生日

630 円 平成 21 年 10 月 14 日

＊最低賃金は，臨時，パート，アルバイトなどすべ
ての労働者に適用され，使用者は労働者に対し，最
低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。

平成22年3月分から現　　　行

8.22％ ※任意継続被保険者の方は，
　平成22年4月分から→ 9.36％

保険料の増加額の目安

月収 ( 税引き前 ) お勤めの方ご本人負担分 ( 増加額 )
40 万円 月約 2,300 円
30 万円 月約 1,700 円
20 万円 月約 1,100 円

※これは，全国平均保険料率8.20％から9.34％へ
　の変更を前提に計算しています。

自分の住んでいる
市町村の名前が発表
されるから分かりや
すいなぁ！！

平成 22年 5月からは，
発表単位を細かくして，
注意警戒が必要な地域を
絞り込んで発表します。

（※イメージ図）

北部のどこ？
南部のどこ？

これまでは …

 【お問い合わせ先】気象庁 名瀬測候所

　技術課  ☎ 0997-52-0375

宇検村漁協組合からの　　
　最近，宇検村においてテラダが乱獲されており漁協組合も密漁監視を強化することとな

りました。また，悪質な場合は海上保安署に通報する場合もあります。

　地元の組合員以外の方が，テラダ・ウニ・タコ・サザエ・トコブシ・イセエビ・
夜光貝・シャコ貝などの採捕を行った場合は，密漁行為となり，漁業法第 143 条に

より 20 万円以下の罰金に処される場合があります。ご注意ください！

住基カード発行外部委託のお知らせ
　身分証明書や確定申告に使う公的個人認証の媒体となる住民基本台帳カードにつきまし

て，宇検村では平成 15 年 8 月の開始当初より独自発行を行ってきました。

　しかし，各種サービスの見直しを進める中，費用効果の観点から，平成 22 年 4 月 1 日

より財団法人地方自治情報センターへ住基カードの発行を委託することになりました。

　そのため 4 月からは申請から発行まで 2 週間程度の日数をようしますので，必要な方

はお早めに申請していただくようお願いいたします。

　村民の皆様にはご迷惑をお掛けしますが，ご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。

 【お問い合わせ先】宇検村漁業協同組合

　　　　　　　　   ☎ 0997-67-2045

警告！
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稲作活動を通して人と自然に触れ合う
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鹿児島の『優れた地域塾』に認証

老人会の方々のすごさに，
生徒は「腰が痛い。」等と
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　稲作活動は阿室校にとり教育活動の柱のひとつで

あると考えています。

　苗
なえどこ

床づくりに始まる稲作活動の一つ一つが子供た

ちを大きく成長させてくれることを実感しています。

　小学校に入学したときから体験する稲作活動は，

阿室の自然に触れたり，阿室の歴史についても学ぶ

ことのできるよい機会です。

　また，異学年での活動を通して阿室校の一員とし

ての自覚を持つととも，地域の皆さんと交流できる

大切な時間であると思います。

　稲作活動が，学校と地域をつなぐ架け橋でもある

と思いますので，今後も継続して取り組んでいきた

いと思います。

藏
くらみつ

滿 直
な お こ

子校長先生のことば

田んぼのムニャッとした
感じが，子供たちは大好
きです。

次年度に向けての準備。
「農業は一日にして成ら
ず！」を実感する時です。

▲ 指導者として毎年稲作
の作業を教えている阿室
集落の保枝 久信（やすえ
だ ひさのぶ）さんです。
教育活動『稲作』が始まっ
た当初から関わっている
保枝さんは，「稲作の作業
を通して子供たちと触れ
合うことは，私の楽しみ
となっています。」と話し
てくれました。

上／台風も来なかったので，
実が元気に育ったそうです。

▲ 自分たちの作った餅米
で老人会の皆さんと一緒
に，餅つきと丸める作業
をしました。自分たちで
作ったお餅は格別です！

2月苗床作り 4月田植え 5月根かき

慣れない鎌使いも楽しん
でいます。たばねて結ぶ
のが意外と難しく苦戦し
ていました。

7月稲刈り

足踏みの脱穀機等を使っ
ての作業。ちょっと力を
抜くと稲を持っていかれ
るので，必死でした。

8月脱穀

お世話になった老人会の
皆さんへの恩返し。今年
は，料理をする時にも生
徒達が大活躍でした。

12月精米

3月種まき

右／残ったワラを使って正
月のしめ飾りを作りました。

【写真撮影＝平成21年7月16日】
稲刈りを協力してくれた地域の方々と一緒に

Q1 教育活動『稲作』を振り返ってみて思うことは？
■自分たちで育ててみると，稲作の大変さ，お米の大切さがよく分かる。
■餅米ができて，おいしいお餅を食べることができて良かった。
■稲作の作業が年々上達していくのが分かります。
Q2 教育活動『稲作』の楽しいところは？
■みんなでにぎやかに作業をするのが，とっても楽しい。
■普段あまり会うことのないおじ，おばと話が出来ること。
■大変なこともあるが，おじいちゃんおばあちゃんと活動するのが楽しい。

阿室校の児童・生徒にちょっとだけ聞いちゃいました。

確かに稲作活動は大変なこ
ともあるけれど，お友達や
地域の人達と協力して楽し
くできるので，いつも笑顔
が絶えません！
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村 の 人 口
（平成22年2月末現在）
男 　  9 5 7人
女　1 , 0 3 7人
計　1 , 9 9 4人

 

世帯数1 , 0 7 7

犬の適正飼育をお願いします！
　犬の放し飼いにより，鶏が被害を受けたり，
農産物が荒らされる事故が発生しています。
　犬の飼い主は，犬が人の生命，身体又は財産
に害を加えることのないよう責任を持って飼い
ましょう。　

名瀬保健所から，


